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１．はじめに 

ＰＦＢＣ灰は石炭を加圧流動床燃焼方式（ＰＦＢＣ）によって燃焼した残渣として排出される。ＰＦＢＣ

灰は、その成分中にＣａＯやＣａＳＯ 4 を含むため水和に伴い自硬性を呈する。そこで、ＰＦＢＣ灰に適量

の水を添加し、これをロ－ル成形機を用いて加圧・整形し養生することによって高強度のＰＦＢＣ灰固化物

を製造することが出来る。 1),2) 本報告では、本法の製造プロセスを示すとともに、ＰＦＢＣ灰固化物をＳＣ

Ｐ・ＧＣＰ材に用いる時の品質に関して報告する。 

 
２．ＰＦＢＣ灰固化物の製造 

 乾燥したＰＦＢＣ灰に12～18％の水を添加し、これをミキサ－で混合し 

た上でロ－ル成形機に送り、加圧・成形する（写真 - １ 参照）。成形機 

の加圧力は線荷重で50～ 70kN/cm である。成形物の形状はア - モンド状で 

ある。その後、成形物は養生することにより硬化し、所要の強度を有する 

ＰＦＢＣ灰固化物となる。ＰＦＢＣ灰固化物は要求によっては解砕・分級 

する。図 - １に製造フローを示す。本法の製造は非常にシンプルなのが特 

徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

加圧・成形直後の固化物は固化が不十分な

ため、一部の固化物はロ－ル成形機から落下

する際に破砕し、細粒化することがある。し

かし、このような細粒化した破砕物は図－１

に示すように、ミキサーにリタ－ンすること

により成形物製造の歩留まりを上げることが

出来る。また、図-2に示すように、リタ－ン

した固化物は強度・密度とも若干向上するこ

とがわかっている。 
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図 - ２  リターンした固化物の強度・密度 

PFBC灰固化物 

図 - １ 本法の製造フロー 
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図 - ３  ＰＦＢＣ灰固化物の突き

固め前後の粒度変化 

３．ＳＣＰ・ＧＣＰ代替材としてのＰＦＢＣ灰固化物の品質 

ＰＦＢＣ灰固化物の高強度を生かした土工事材料としてＳＣＰ材やＧＣＰ材の代替材がある。この材料と

して用いる場合のＰＦＢＣ灰固化物の品質項目として粒度、圧縮強度、三軸試験による内部摩擦角、透水係

数を取り上げ、この項目に関する試験を実施した。表 - ２および図 - ３にその結果を示す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１） ロール成形機（ロール径φ 520mm 、ロール幅 120mm 、成形形状37×21×13mm） 

で成形した固化物。 

注２） σ c ≒Sc≒（ P/V2/3 ） /0.19  ここで P ：圧壊荷重 (N) ， V ：試験片の体積 (cm3)  

 

これらの図表より、突き固めエネルギ－を加 

えることにより、固化物は細粒化するが、粒度 

はＧＣＰ材の実績範囲内にある。また、固化物 

の透水係数、内部摩擦角とも、目標値を上回っ 

ている。圧縮強度は、要求品質ではないが８～ 

１５ N/mm2 の範囲にある。表 - ３は上記試験に 

用いたＰＦＢＣ灰固化物の環境庁告示４６号に 

基づく溶出試験結果を示したものである。同表 

より、ＰＦＢＣ灰固化物は土壌環境基準を満足 

することが確認された。 

 

５．まとめ 
 ＰＦＢＣ灰を原料として製造した固化物は、 
品質特性および環境においても基準を満足する 
もので、SCP ･ GCP 材として十分に利用可能 
であることが確認できた。今後はさらに事業化 
を前提に、高付加価値化、低コスト化を目指し 
研究を進めていく予定である。 
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表 - ３ 固化物の溶出試験結果 

表 - ２ PFBC灰固化物の品質 
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凡 例  

● 突 固 め 前  

△ 4.5Ec  

× 6.0Ec  

供試体または 要求品質4)

供試材料 （目標値）

非整形試験片の圧縮強度 σc=9.4N/mm2 σc＞8N/mm2

試験方法
4)                        

（目標値）
原粒度、E=4.5Ec JIS A 1102 骨材のふるい分

E=6Ec試料 け試験方法
E=6Ec突き固め JIS 0524 土の圧密排水(CD)

供試体 三軸圧縮試験方法

E=4.5Ec突き固め k=4.65×10-1

供試体 JIS A 1218 土の透水試験 (cm/s) k=1.0×10
-3

E=6Ec突き固め 方法 k=2.80×10-1 (cm/s)
供試体 (cm/s)

試験項目 試験方法 測定値

圧縮強度

粒度

内部摩擦角

透水係数

原粒度試料注１）

図－３

φ＝42.1°

所要粒度

φ＞35°

分析項目 単位 土壌環境基準 解砕物
アルキル水銀 mg/L 検出されない ND
総水銀 mg/L 0.0005以下 <0.0005
カドミウム mg/L 0.01以下 <0.001
鉛 mg/L 0.01以下 <0.01
六価クロム mg/L 0.05以下 <0.05
砒素 mg/L 0.01以下 <0.005
全シアン mg/L 検出されない ND
セレン mg/L 0.01以下 0.001
フッ素 mg/L 0.8以下 0.1
ほう素 mg/L 1以下 0.06

    ND：不検出
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